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令和６年５月３１日に公表した「～こどもと女性の瞳かがやく～けせんぬまWell - being

プラン202 ４」は，本市の人口減少対策の本質として，ただ数を追うのではなく，人口減

少を加速させる構造的な問題（要因）を明らかにし，総合的に解決する必要があること

を掲げ，統計資料や市民アンケート結果等に基づいた「問題構造図」の作成と，気仙沼

に暮らす様々な人物像（ペルソナ）を設定し，市民１００人の参加による「けせんぬま未来

人口会議」での議論やアイデアなどを踏まえ，市民の暮らしやすさ（Well - being ）の実

現のための，市民・地域・事業者・行政の行動計画として策定しました。

プランでは，５つのテーマごとに「課題と論点」から「解決策の方向性」を設定し，それに

沿った75の施策・取組を掲載しており，準備が整ったものから実施しています。

また，プランは，毎年度，進捗を確認しながらローリングを行うこととしていることから，

令和６年度の事業実施状況を踏まえ，令和７年度以降の施策・取組を掲載した「けせん

ぬまWell - being プラン2025 」を公表するものです。

Well - being 2025 ᶀ
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令和６年度から令和８年度まで。

本市の人口は近年，年に1,000 人から1,300 人ほどの減少が進んでおり，震災前（平成23年２月
末）の74 ,247 人と比較して，令和６年3月末は 17 ,200 人少ない57 ,047 人 となっている。
急激な人口減少は，市民の「暮らしやすさ」を支える生活基盤を弱くし，地域力が低下することで

負の連鎖を招く可能性があることから，本市では，市民・地域・事業者・行政が共通認識の下，人口減
少の緩和に向けた施策や取組について議論するため，令和５年５月に「けせんぬま未来人口会議」を
設置した。
本プランは，市民100 人以上が参加した当該会議での議論を踏まえ，また，気仙沼商工会議所や

市議会からの提案・提言も反映した形で必要となる施策・取組などを取りまとめたもの。

第２次気仙沼市総合計画において最重要課題として掲げた「人口減少」を緩和するための市民，
企業，行政の行動計画。
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人口減少を加速させる構造的な問題（要因）を明らかにし，総合的に解決していくことにより，市民
の暮らしやすさ（Well - being ）を実現する。

（１）策定の背景

（２）目的

（３）位置付け

（４）計画期間

～けせんぬまWell - being プラン2024 から～

※１

※1令和７年３月末の人口は，55,716 人

※2

※２けせんぬま未来人口会議は，令和５年11月まで開催

（５）推進体制

「けせんぬまWell - being プラン推進会議」において毎年度ローリングを行う。
＊令和９年度以降は，令和８年度までの実施状況等を踏まえ，見直し等を検討。
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２人口減少の現状と課題
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（１）人口の見通し

国立社会保障・人口問題研究所の推計結果によれば，今後，本市の人口減少は年間
1,000 人のペースで進み，2045 年には，高齢化率（65歳以上の人口割合）は50%を
超えるとされている。また，2050 年には，総人口が3１,８４８人，生産年齢人口（15～64
歳）は1３,５５５人（全体の約43％）と推計されており，特に生産年齢人口は，2025 年
から半減を超える減少幅となっている。
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（２）人口動態の特徴等

① 自然動態

・2001 年以降，死亡が出生を上回る自然減に転じ，以降は減少幅が拡大している

・近年は出生数が約200 人まで減少しており，死亡数は1,000 人程度で推移している。
・結果，毎年800 人前後の自然減が続いており，202 4年は947 人の減少となった。
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② 社会動態

・従来より転出が転入を上回る転出超過の状態が続いている。

・近年では，転入が1,200 人～1,400 人程度，転出が1,700 人～1,900 人程度で推
移しており，毎年300 人～500 人程度の社会減となっている。

ˢ ˣ2011 χ σᾚ ψʼ ←χֲốτϢϥϜχʻ 9

2,217

1,843 1,786 1,739 1,618

1,267 1,237 1,202

1,631 1,611 1,574 1,598 1,644 1,649 1,538
1,394 1,301 1,251 1,301 1,291 1,212

̚ 2,642̚ 2,595
̚ 2,424

̚ 2,088̚ 1,973
̚ 1,879

̚ 1,644

̚ 3,600

̚ 2,049

̚ 1,856
̚ 1,875̚ 1,947

̚ 1,838
̚ 1,997

̚ 1,886
̚ 1,904

̚ 1,728
̚ 1,761

̚ 1,683
̚ 1,677̚ 1,617

̚ 425
̚ 752̚ 638

̚ 349̚ 355
̚ 612

̚ 407

̚ 2,398

̚ 418
̚ 245

̚ 301̚ 349
̚ 194

̚ 348
̚ 348

̚ 510
̚ 427

̚ 510
̚ 382

̚ 386
̚ 405

̚ 4,000

̚ 3,000

̚ 2,000

̚ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

ᵓזּ ᾚ

ˢᶆ 12Ὦ ᾝ∕ˣ ӡʿ

Ɫ ʿṓ ◕◕ ᶨ ◕ ᴿ



③ 出生数と合計特殊出生率

・合計特殊出生率は，2016 年までは概ね全国・県より高い数値で推移してきたが，

2017 年より全国，2019 年からは県の数値を下回る状態が続いている。
・202 ４年の出生数（１７９人）,合計特殊出生率（０.９６）と過去最少※となっている。
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④ ５歳階級別人口移動の状況（日本人のみ）

本市の人口減少の要因の一つは若者の進学・就職等に伴う市外流出であり，
その後に帰郷（Uターン）する割合については，特に25歳から29歳の女性が男性と
比べて低いと推測される。また，この30年で若者の人口が著しく減少している。
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˲ ˳

10-14⅞ 15-19⅞ 20-24⅞ 25-29⅞ 30-34⅞ 35-39⅞ 40-44⅞

1990 3,252 3,121 1,855 2,362 2,695 3,255 3,722

1995 2,722 2,572 (̛ 20.9%) 1,817 (̛ 41.8%) 2,226 (20.0%) 2,383 (0.9%) 2,694 (̛ 0.0%) 3,182 (̛ 2.2%)

2000 2,269 2,106 (̛ 22.6%) 1,491 (̛ 42.0%) 2,166 (19.2%) 2,276 (2.2%) 2,443 (2.5%) 2,646 (̛ 1.8%)

2005 2,000 1,746 (̛ 23.0%) 1,124 (̛ 46.6%) 1,730 (16.0%) 2,158 (̛ 0.4%) 2,222 (̛ 2.4%) 2,378 (̛ 2.7%)

2010 1,900 1,603 (̛ 19.9%) 934 (̛ 46.5%) 1,347 (19.8%) 1,747 (1.0%) 2,128 (̛ 1.4%) 2,223 (0.0%)

2015 1,424 1,549 (̛ 18.5%) 939 (̛ 41.4%) 1,118 (19.7%) 1,351 (0.3%) 1,716 (̛ 1.8%) 2,111 (̛ 0.8%)

2020 1,078 1,263 (̛ 11.3%) 891 (̛ 42.5%) 1,095 (16.6%) 1,131 (1.2%) 1,351 (0.0%) 1,714 (̛ 0.1%)

˲ ˳

10-14⅞ 15-19⅞ 20-24⅞ 25-29⅞ 30-34⅞ 35-39⅞ 40-44⅞

1990 3,087 3,040 2,062 2,562 2,774 3,116 3,634

1995 2,648 2,468 (̛ 20.1%) 1,889 (̛ 37.9%) 2,233 (8.3%) 2,485 (̛ 3.0%) 2,693 (̛ 2.9%) 3,057 (̛ 1.9%)

2000 2,131 2,104 (̛ 20.5%) 1,616 (̛ 34.5%) 2,097 (11.0%) 2,221 (̛ 0.5%) 2,449 (̛ 1.4%) 2,633 (̛ 2.2%)

2005 1,951 1,656 (̛ 22.3%) 1,242 (̛ 41.0%) 1,687 (4.4%) 2,019 (̛ 3.7%) 2,194 (̛ 1.2%) 2,395 (̛ 2.2%)

2010 1,667 1,525 (̛ 21.8%) 921 (̛ 44.4%) 1,288 (3.7%) 1,698 (0.7%) 1,972 (̛ 2.3%) 2,132 (̛ 2.8%)

2015 1,302 1,233 (̛ 26.0%) 806 (̛ 47.1%) 934 (1.4%) 1,213 (̛ 5.8%) 1,580 (̛ 6.9%) 1,847 (̛ 6.3%)

2020 1,038 1,107 (̛ 15.0%) 734 (̛ 40.5%) 860 (6.7%) 922 (̛ 1.3%) 1,226 (1.1%) 1,613 (2.1%)
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⑤ 男女別人口（年齢階級別）

・年齢階級別の男女比について，20歳から39歳では，2010 （平成22）年は概ね
同程度であるが，2020 （令和２）年には男性が多く女性が少ない状況となっている。

・特に結婚期のボリュームゾーンである25歳から34歳の男女比が顕著であり，女性

100 人に対する男性の人口は，25歳～29歳で121 .81，30歳～34歳で121 .90と

なっている。
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2010
ˢ 22 ˣ

( 100 τ
βϥ χ ˣ

0Ṍ4 1,156 1,094 105.67

5Ṍ9 1,501 1,420 105.70

10Ṍ14 1,905 1,670 114.07

15Ṍ19 1,608 1,543 104.21

20Ṍ24 937 1,014 92.41

25Ṍ29 1,352 1,373 98.47
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35Ṍ39 2,129 2,028 104.98
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75Ṍ79 2,142 2,793 76.69

80Ṍ84 1,374 2,212 62.12

85 777 2,168 35.84
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ˢ 2 ˣ

( 100 τ β
ϥ χ ˣ

0Ṍ4 738 739 99.86

5Ṍ9 949 884 107.35

10Ṍ14 1,078 1,039 103.75

15Ṍ19 1,270 1,117 113.70

20Ṍ24 940 892 105.38

25Ṍ29 1,128 926 121.81

30Ṍ34 1,152 945 121.90

35Ṍ39 1,360 1,265 107.51

40Ṍ44 1,725 1,650 104.55

45Ṍ49 2,159 1,898 113.75

50Ṍ54 2,146 2,007 106.93

55Ṍ59 2,204 2,204 100.00

60Ṍ64 2,314 2,335 99.10

65Ṍ69 2,566 2,593 98.96

70Ṍ74 2,738 2,901 94.38

75Ṍ79 1,959 2,515 77.89

80Ṍ84 1,598 2,213 72.21

85 1,391 2,963 46.95
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⑥ 男女別生涯未婚率の推移

・生涯未婚率は年々上昇しており，特に男性の未婚率が高くなっている。

・2020 （令和２）年の生涯未婚率は，男性が31.4% （おおよそ３人に１人が未婚），
女性が17.0% となっており，上昇傾向が続いている。
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⑦ 有配偶出生率

・本市の25歳から39歳女性の未婚率は，38.7% となっており，全国平均より２%程度
高くなっている。
・有配偶出生率（有配偶女子人口千人に対する嫡出出生数の割合）※は，61.04 ％と
なっており，全国平均より10%以上低くなっている。
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３人口減少対策の基本的な考え方
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４けせんぬま未来人口会議
（人口減少対策のための市民会議）
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ᶍ

ḷᴻ᷄ᴴḱᶹḝᴴ
Ḙḱḻḁ

ᶍ

ᾝ ρᴿ χẶ Τϣ σ♪ πχ︡ ϞϯϱДϯχ
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►
♩
ⱪ
♇
♩

≈─

─

≡ ─ ⌂╢

─

ה ─

≈
─
♥

ⱴ

ñ ò×ñ ⱦ☺Ⱡ☻ ò×ñ ò≢ₐ ≢ ⅝√™ₑ╩ ╡ ∆

⌂ ≤ ⌂ ≢ₐ ╠⇔ↄ ↑╢ ₑ╩ ╡ ∆

№╠╝╢ꜝ▬ⱨ☻♥כ☺⌐ ╡ ™ₐ ╙⅜ ╖╛∆™╕∟ₑ╩ ╡ ∆

≡⇔╛∆ↄₐ↓≥╙─ ⅛⅜╛ↄ╕∟ₑ╩ ╡ ∆

≤ ⅜ ₐ ה™√╡ ⇔√™ₑ╩ ╡ ∆

18ΪδϭυϘ ῢᵓṳˢ ῢᾚ ├χθϛχ◕ ᵓṳˣ◆けせんぬま未来人口会議の開催とアウトプット

令和５年５月に「けせんぬま未来人口会議」を設置し，11のペルソナそれぞれが抱える課題を解決
するためのアイデア出しや意見交換を行った。

18

͑ ͒ὮΤϣ11ὮϘπᵫ℗
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５５つのテーマごとの施策・取組，成果指標



Ậ Ѫԃ ὀ—ָא⁮
ᴽѪԃ ẚỎ ӈ ᶄ− ѕҶ ₲ ῧ

○企業ガイドBook掲載情報の充実〔R6～〕
Ѫԃ╝ γ ῾ ᴳ ᴳ
○企業説明会情報の一元発信〔R7～〕
╣− ᴽѪԃ
○市内企業認知度向上支援策の実施（高校進路指導教諭向け）〔R7～〕
ᴽѪԃ ▒ ‫ ҁ

○学びのジョブ体験ウィーク（学びの産官学コンソーシアム）の充実〔R6～〕
ҹΌᴱ ˒ὡὀ—ằ̻ Ѫԃ╝ γ ẇͽᵺ Ὧ ᾝ

○宮城県UIJターン就職活動・キャリア形成活動支援事業費補助金の周知強化〔R6～〕

ᾟ↑ ỡᵒỸᵅ ̻͒
○女性向けスキルアッププログラムと就業支援の強化〔R6～〕

Ỗѕ ԃ ͒ Ҿ⁵῾ Ὕ
○短時間ワーク情報の収集・発信〔R7～〕

ҁ╢Ὴ ˒ὡ ὀԃ ἐסּ‫ ̻͒
̔新卒者向け移住支援（就活にかかる交通費や移転費用の補助）〔R6～〕

εѿˋ ᷈
○県内学生等向け「ふるさとワーキングホリデー」の実施〔R6～〕
· ˋ ҁ╢Ὴ ʸ
̔市所有派遣職員宿舎活用による市内就職の促進（①企業での活用，②市職
員確保策の一環としての活用）〔R６～〕

̔市会計年度任用職員にUIJターン枠設置（市内でやりたい仕事を見つけるた
めの「とまり木」）〔R６～〕

‫ ᵎ ḗ 10 ̳͡ ỉ

●人口減少対策パッケージ※1による企業誘致の推進〔既存〕

˞Ἆγ ᶽᴭ Ὼ ⱦ Ѫԃ ̻͒

●企業立地奨励制度〔既存〕

ỡ◦ ҁ╢Ὴ ‫ −

●大島サテライトオフィス整備事業（企業誘致型・起業型）〔既存〕

ỡ ἧ  → Ҍԃ ╪

●高校生等への起業家精神の醸成［R８～］

●スタートアップに対する伴走支援［R６～］

ᾟ↑ Ҍԃ ◑ Ề ☺ ̻͒

●女性の起業支援補助金の創設〔R６～〕

˞ ⱦַא Ҍԃ·

●市制度融資対象の拡大（起業枠の創設）〔見送り〕

●開業資金融資制度の情報発信〔R７～〕

●創造的産業復興支援補助金（起業支援枠）〔既存〕

ᴽѪԃ ổּנ → ‫ ̻͒

̔賃上げに向けた生産性イノベーション構築支援事業［R７～］

̔DX人材育成に向けた実践研修プログラムの実施［R6～］

●経営人材育成塾「躍進コース」の実施［R６～］

○移住・創業・事業承継を掛け合わせた三位一体の取組推進［R8～］

̔創造的産業復興支援補助金（新規事業展開枠）〔既存〕

施
策
・取
組

ỗⅎ ⅎ ⁵ṗ˟→
╣ ⁵ṗ ˟ Ϲ уӨ ↔

○プログラミング教育等の充実〔R7～〕

※２アントレプレナーシップ：
様々な困難や変化に対し，与えられた環境のみならず自ら枠を超えて行動を起こし，新たな価値を生み出していく精神

Ҍԃằ̻ ⱦԃ ™ ϩ

Ѫԃ −ẏ↑ᶆῲ ͽͻ ⱦὶ

Ѫԃ ẏԃ →כ

ϛ A C D H I K
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該当ページ ：29・31・32・36・37・39

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクターの取組

A C D H I K

※1 人口減少対策パッケージ：
人口減少対策を抜本的に強化するため，ふるさと納税を活用し，10年間で50億円規模の投資を行う政策パッケージ

ᵣ ⱦὶ ὀ уӨ
π◘

ӌὡуӨ
π◘

Ẫ˟ уӨ
ᶟ ὢỸ

˒ὡ ὡ
⁮אָ

“新産業進出”×“新ビジネス創出”×“既存産業成長”で「気仙沼で働きたい」を創り出す

ἣ ⅎ е ◑ ẚỎⱦὶᾟ↑ ỡᵒỸᵅ ̻͒ ᵌ↑ ѷ施策の方向性



ẚỎ Ẽ−Љ ằ̻

↑ ѕ ϫḰ פֿ ↑᷈ Ṉת Ἆγ
〇「気仙沼市ジェンダーギャップ解消プロジェクト」の発足〔R6～〕

ὡ ⱦ ◗ ◗
〇ジェンダーギャップ解消に向けた意識啓発事業等の実施〔R6～〕

δΉ

Ậ ὀ уӨ ↔ Ạ
ӏ ҁ╢Ὴ JOB BASE −
〇就労環境改善の推進組織立ち上げ〔R7～〕

ẚỎ Ẽ−Љ ằ̻ Ѫԃ
Ѫԃ ⅝ Ậ ̻͒

●両立支援等推進のための企業認定制度創設と総合評価型入札への反映〔R6～〕

˟ố βᵶ ὀ уӨ ↔ Ѫԃ
●認定企業に対する両立支援等助成金（厚生労働省）の申請代行料補助〔R7～〕

— ặ ṅ ᶆῲ
○事業所に対する啓発講習会
（①ジェンダーギャップ，採用，昇進，給与，②妊娠・出産・子育て期）の開催〔R6～〕
○不妊治療に関する休暇制度を規定する取組の推進〔R6～〕
○企業における福利厚生制度の充実（市における休暇制度を市内企業へ一定の基準
として提示，十分な産休・育休制度，出産後の正規雇用継続，子育て中の休暇制度
の充実（時間単位での有給取得・フレックス制，子どものイベント参加休暇制度等））
〔R6～〕

פֿ ₢⁮
פֿ ὦ ỡ ‫ ͻ ᴳ
ԃ Ѵ ̻͒

〇副業容認による多様な働き方の推進
（副・兼みやぎマッチング促進プロジェクトの推進）〔R7～〕

施
策
・取
組

※１：両立支援
子育て・介護や病気などの状況にある人が，仕事との両立を可能にするための支援
※２：インセンティブ制度
認定企業には，総合評価型入札において加点を行うほか，職場内における女性専用設備の充実
のための支援を行うなど，就労環境の改善などに取り組む企業を後押しをする制度

ϛ B F G H I J K
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Ѫԃ →  ᴙ π◘ ᶋᾃу − ὶ

●賃上げに向けた生産性イノベーション構築支援事業［R７～］【再掲】

●DX人材育成に向けた実践研修プログラムの実施［R6～］【再掲】

○経営人材育成塾「躍進コース」の実施［R６～］【再掲】

○移住・創業・事業承継を掛け合わせた三位一体の取組推進

［R８～］【再掲】

●創造的産業復興支援補助金（新規事業展開枠）［既存］【再掲】

Ѫԃ Ἵ̫ ֖ ᶆῲ

該当ページ ：30・34・35・35・37・38・39

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクターの取組

פֿ Ἢ Љ ₢⁮
ϑḊ⁵ṗ ┤Ԇ ἵ Љ ₢⁮
〇外国人材の各産業界での受入方法研究推進〔R６～〕

B F G H I J K

ᵣ ⱦὶ ὀ уӨ
π◘

ӌὡуӨ
π◘

Ẫ˟ уӨ
ᶟ ὢỸ

˒ὡ ὡ
⁮אָ

満足な条件と多様な選択肢で「自分らしく働ける社会」を創り出す

施策の方向性
$Ʊ:ű$ƫŦƗ$ƒƫƵŻĽ₢⁮
$źũƵƂ:ŰƥƅƙδΉĺŗŚ őě ĜœĨĞ" ĜěēĽđŚ—ῺĴĞř



ᴜᶕἷ Ԍἷ Ḱ ὲ ⁵−100 Ỗ ᴜ
●特定健診受診率向上対策事業の強化
（健診自己負担の無料化）〔R7～〕
βᵶ ╕ βᵶ⁵ṗ ˒ὡ ὀ— ὢỸ

●介護マンパワー確保対策事業の充実〔R6～〕
●外国人介護人材の活用促進〔R7～〕
⁵ᶅᵂᾶỖ ‫ ᶀӡᵺ
●バス路線再編の推進やデマンド交通等の導入に向けた取組の実施〔既存〕

○コミュニティカーシェアリング・自家用有償旅客運送制度導入の研究〔既存〕

ᴜᶕἷ ̸‛ Ἆγẇͽ ⁮אָ

₢⁮

ẏΉ˛ ổּנ;
●市立病院産婦人科常勤医の確保と分娩機能の維持〔R6～〕
●出産時交通費等助成事業〔R6～〕

Ẫ Ἰ Ѳ
●不妊治療費等助成事業〔R6～〕

˛ Ѿ ˓ổ ὢỸ

˞ Ξ ᶆ ⱦַא Љҁ
●中高生のまちづくりアイデア具現化支援〔R８～〕
ϑḊ⁵ṗ ι ҁ╢Ὴ ה
●外国人材の受入環境整備推進〔既存〕

֜ Ậ ᾒ ἇ˒ ᵭ ╒ Ἶ ε ▬ ⱦ ὶ
○官民連携まちなか再生推進事業〔既存〕

֩ · ˞ ⁵ їג ḽᶣ • Ὼᾒ

●空き家リノベーションによるサード・プレイスの創出
（空き家改修支援事業補助金の拡充）〔R6～〕

ὶγ ᴳ Ϲ ỡ ᴳ Ὼᾒ
●シェアハウスの整備促進（空き家改修支援事業補助金の充実）〔R6～〕

ᶋ Ỗѕ ҁ Ḁ ѕ ϻ Σ Ỗѕ

●勤労青少年ホーム「サン・パル」での講座開催・サークル活動支援〔既存〕

ⱦὶ

施
策
・取
組

※サード・プレイス
家庭や職場ではなく，カフェなどのほか，習い事や趣味のサークルなど，個人が心地良くくつろげる
「第3の場所（居場所）」を意味するもの。

ϛ A・B・D・E・F・G・J
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該当ページ：29・30・32・33・34・35・38

˒ὡἐ ἵ ⅞Ӫͯ
Ⱶ ⁪Ẫ ˒ὡ ᴻ

○親子おためし暮らし（保育園利用型）〔R6～〕
˒ὡἐ ˞ӌὡἐ ὡ ϯ ằ̻
●空き家取得費補助金制度の創設（移住者・二地域居住者用）〔R6～〕

●市街地定住促進事業補助金の創設〔R８～〕
˒ὡ ˞ӌὡ Ἳ ЬҌ
○移住者・二地域居住向け情報発信の強化〔R6～〕
○ふるさと回帰フェアへの出展継続〔既存〕

ױ − ὶ
○関係人口の創出・拡大〔R７～〕

ẏᵭᾟ↑ •⁬ ε ʸ• Ẫ˟
ᾟ↑ ᴜᶕ ᶒ
●産後ケアの充実〔R6～〕

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクターの取組

ᵣ ⱦὶ ὀ уӨ
π◘

ӌὡуӨ
π◘

Ẫ˟ уӨ
ᶟ ὢỸ

˒ὡ ὡ
⁮אָ

あらゆるライフステージに寄り添い「誰もが住みやすいまち」を創り出す

施策の方向性 $ Şēœᵺ ĽῺĽⱦὶ$Ἶ
$ ˞ĺᵠřœʜ ěőĵŚ ᶋĹӌὡуӨĽכ→



☺Ḋ ằ̻ Ẫ˟ ᴄᵂ
●人口減少対策パッケージによる「３つのゼロ」※１の実現〔既存〕
●幼・保・こども園の給食費の無償化〔R7～〕
●学童保育の無償化〔R7～〕

מּ· ῚѨ +
̔ファミリー・サポート・センター利用料助成の拡充とサービスの充実〔R6～〕

ᵅῺ ICT ͯ ̴ ᵶἐѕ
̔保育園・幼稚園等業務支援システムの導入〔R７～〕

Ẫ ᴜᶕ ᶒ ṇ ˛ ᾝ→ ̻͒
̔子ども医療費助成事業〔既存〕
Ẫ Ḿ ᵊ ˰ ὶ ‛
̔「教育パッケージ」※２による子ども・先生への投資〔R6～〕

ϹᶡуӨ ⁵ᶅᵂ ⁵ṗ ҁ╢Ὴ
̔学校再編計画の検討・実施〔既存〕

Ḋ ᶺ Ϲ ằ̻ Ϲ ╧ Ϲᶡ Ἰԃ ᵂ ӈ ᾯϹ֖י
̔高等教育の修学支援新制度（国）等の周知徹底〔R6～〕

ѕ ˟ᾒ↔ ᵭ͓
̔企業内・併設保育所の設置に対する支援〔R7～〕

΅ϓ Ẫ Ӱ˟ ˟ Ѿγ ὢỸ → ᴳἩ

̔民間教育・保育施設への心身障害児受入支援〔R6～〕

һ Ṕ
̔病児保育（体調不良児対応型）の実施と病後児預かりサービス開始を
目指した取組の実施〔R6～〕

Ẫ˟ ῾ ☺ ᴳ
̔公式子育て情報サイト「ぽけっと」の充実〔R6～〕

Ẫ ‴ ӌῺᾒ ⱦ
̓子どもの居場所づくり推進事業（子ども食堂などの運営支援）〔R７～〕

☺ Ẫ˟ ̻͒

○子育て応援イベントの実施/子育て応援認証店制度の創設〔R6～〕

ⅎפֿ ỡ◦ Ὕ ˞ •
Ỗѕ Σ Ὼᾒ ⱦ
̔多様な交流と遊びの場（屋内外の大型公園）の創出を目指した取組の
実施〔R6～〕

ὡ ϯ ằ̻

Ẫ˟ ⅎ ὡ ϯ ằ̻
̔空き家取得費補助金制度の創設（子育て世帯向け）〔R6～〕
●市街地定住促進事業補助金の創設〔R８～〕【再掲】

※１：「３つのゼロ」
「小学校・中学校の給食費ゼロ」「第二子以降の保育料ゼロ」「待機児童ゼロ」

※２：「教育パッケージ」
AIドリルの導入や英語教育の充実，マイスター教員の派遣など，令和６年度

から10 年間で約 18 億円規模を新たに教育環境の充実のために投資

施
策
・取
組

ϛ A・E・H・I・J

Ẫ˟ ῾ “ ⱦὶ
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A E H I J

Ẫ˟ ї ᴄᵂ

Ṉת ᶟ ᵂ מּ· ῚѨ +
̔更なる負担軽減等を目指した取組の実施（第一子保育料の減免や
学童保育支援員の処遇改善）〔R８～〕

該当ページ：29・33・36・37・38

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクターの取組

「５つのゼロ」の実現へ

A E H I J

Ẫ˟ Ӱ˟ Ṉת ᴄᵂ ˞☺ Ẫ˟ ̻͒ Ѿ̓  →

ᵣ ⱦὶ ὀ уӨ
π◘

ӌὡуӨ
π◘

Ẫ˟ уӨ
ᶟ ὢỸ

˒ὡ ὡ
⁮אָ

子育てしやすく「こどもの瞳かがやくまち」を創り出す

施策の方向性



˒ὡἐ ἵ ⅞Ӫͯ ⱦὶḽס

Ⱶ ⁪Ẫ ˒ὡ ᴻ
○親子おためし暮らし（保育園利用型）〔R6～〕
˒ὡἐ ˞ӌὡἐ ὡ ϯ ằ̻
●空き家取得費補助金制度の創設（移住者・二地域居住者用）〔R6～〕
●市街地定住促進事業補助金の創設〔R８～〕【再掲】

˒ὡ ˞ӌὡ Ἳ ЬҌ
○移住者・二地域居住向け情報発信の強化〔R6～〕
○ふるさと回帰フェアへの出展継続〔既存〕

ױ − ὶ

○関係人口の創出・拡大〔R７～〕
ὶγ ᴳ Ϲ ỡ ᴳ Ὼᾒ

●シェアハウスの整備促進（空き家改修支援事業補助金の充実）〔R6～〕

֜ ἇ˒ ᵭ ╒ Ἶ ε ▬ ⱦ ὶ
○官民連携まちなか再生推進事業〔既存〕
֩ · ˞ ⁵ їג ḽᶣ • Ὼᾒ

●空き家リノベーションによるサード・プレイスの創出
（空き家改修支援事業補助金の拡充）〔R6～〕
ᶋ Ỗѕ ҁ Ḁ ѕ ϻ Σ Ỗѕ

●勤労青少年ホーム「サン・パル」での講座開催・サークル活動支援〔既存〕

Ậ Ѫԃ ὀ—ָא⁮ ḽס

ᴽѪԃ ẚỎ ӈ ᶄ− ѕҶ ₲ ῧ

○企業ガイドBook掲載情報の充実〔R6～〕
Ѫԃ╝ γ ῾ ᴳ ᴳ
○企業説明会情報の一元発信〔R７～〕
╣− ᴽѪԃ
○市内企業認知度向上支援策の実施（高校進路指導教諭向け）〔R7～〕
ᴽѪԃ ▒ ‫ ҁ

○学びのジョブ体験ウィーク（学びの産官学コンソーシアム）の充実〔R6～〕
ᾟ↑ ỡᵒỸᵅ ̻͒

○女性向けスキルアッププログラムと就業支援の強化〔R6～〕
Ỗѕ ԃ ͒ Ҿ⁵῾ Ὕ

○短時間ワーク情報の収集・発信〔R7～〕
ҹΌᴱ ˒ὡὀ—ằ̻
Ѫԃ╝ γ ẇͽᵺ Ὧ ᾝ
○宮城県UIJターン就職活動・キャリア形成活動支援事業費補助金の周知強化
〔R6～〕

ҁ╢Ὴ ˒ὡ ὀԃ ἐסּ‫ ̻͒
●新卒者向け移住支援（就活にかかる交通費や移転費用の補助）〔R6～〕

εѿˋ ᷈

○県内学生等向け「ふるさとワーキングホリデー」の実施〔R6～〕

施
策
・取
組

ϛ A・B・C・D・E・H・I・J・K
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A B C D E H I K

●市会計年度任用職員にUIJターン枠設置（市内でやりたい仕事を見つける
ための「とまり木」）〔R６～〕

該当ページ：29・30・31・32・33・36・37・38・39

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクターの取組

· ˋ ҁ╢Ὴ ʸ

●市所有派遣職員宿舎活用による市内就職の促進（①企業での活用，
②市職員確保策の一環としての活用）〔R６～〕

A B C D E H I K

ᵣ ⱦὶ ὀ уӨ
π◘

ӌὡуӨ
π◘

Ẫ˟ уӨ
ᶟ ὢỸ

˒ὡ ὡ
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情報と支援が満載！「帰りたい・移住したい」を創り出す

施策の方向性
$Ϲ−œ˒ὡἐĺ ĨŚ"Ậ ѪԃĽëíš┤Ԇ ĺᶺĕ
$˒ὡGѿӺHѴ ἐĽS ⱵĽƫŦƗƙƫƵěБĕҁ╢ῊĶĽ ŘĦTŇĽằ̻ὢỸ



（参考）施策・取組パッケージの全体像（1／２）

・プログラミング教育等の充実【R7以降】
雇
用
創
出

●人口減少対策パッケージによる企業誘致の推進〔既存〕
●企業立地奨励制度〔既存〕
●大島サテライトオフィス整備事業（企業誘致型・起業型）〔既存〕

●高校生等への起業家精神の醸成［R7～］
●スタートアップに対する伴走支援［R６～］
●女性の起業支援補助金の創設［R６～］
●市制度融資対象の拡大（起業枠の創設）〔見送り〕
●開業資金融資制度の情報発信〔R７～〕
●創造的産業復興支援補助金（起業支援枠）〔既存〕

Ѫԃ ẏԃ →כ

Ҍԃằ̻ ⱦԃ ™ ϩ

Ѫԃ −ẏ↑ᶆῲ ͽͻ ⱦὶ

ỗⅎ ⅎ ⁵ṗ˟→

●賃上げに向けた生産性イノベーション構築支援事業［R7～］
● DX人材育成に向けた実践研修プログラムの実施［R6～］
○経営人材育成塾「躍進コース」の実施［R6～］
○移住・創業・事業承継を掛け合わせた三位一体の取組推進
［R８～］
●創造的産業復興支援補助金（新規事業展開枠）〔既存〕

〇プログラミング教育等の充実［R7～］

移住・定住の促進

○宮城県UIJターン就職活動・キャリア形成活動支援事業費補助金の周知
強化 ［R6～］
●新卒者向け移住支援（就活にかかる交通費や移転費用の補助）［R6～］
○県内学生等向け「ふるさとワーキングホリデー」の実施［R6～］
●市所有派遣職員宿舎活用による市内就職の促進（①企業での活用，②
市職員確保策の一環としての活用）［R6～］
●市会計年度任用職員にUIJターン枠設置（市内でやりたい仕事を見つけ
るための「とまり木」）［R６～］

○「ジェンダーギャップ解消プロジェクト」の発足［R6～］
○ジェンダーギャップ解消に向けた意識啓発事業等の実施［R6～］

○就労環境改善の推進組織立ち上げ［R7～］
●両立支援等推進のための企業認定制度創設と総合評価型入札への
反映［R6～］
●認定企業に対する両立支援等助成金(厚労省)の申請代行料補助［R7～］
○事業所に対する啓発講習会（①ジェンダーギャップ，採用，昇進，給与，
②妊娠・出産・子育て期）の開催［R6～］
○不妊治療に関する休暇制度を規定する取組の推進［R6～］
○企業における福利厚生制度の充実（市における休暇制度を市内企業
へ一定の基準として提示，十分な産休・育休制度，出産後の正規雇用
継続，子育て中の休暇制度の充実（時間単位での有給取得・フレック
ス制，子どものイベント参加休暇制度等））［R6～］

○副業容認による多様な働き方の推進
（副・兼みやぎマッチング促進プロジェクトの推進）［R7～］

就
労
環
境
の
改
善

Ѫԃ Ἵ̫ ֖ ᶆῲ
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●賃上げに向けた生産性イノベーション構築支援事業［R7～］（再掲）
●DX人材育成に向けた実践研修プログラムの実施［R6～］（再掲）
○経営人材育成塾「躍進コース」の実施［R6～］（再掲）
○移住・創業・事業承継を掛け合わせた三位一体の取組推進
［R８～］（再掲）
●創造的産業復興支援補助金（新規事業展開枠）〔既存〕（再掲）

○企業ガイドBook掲載情報の充実［R6～］
○企業説明会情報の一元発信［R7～］
○市内企業認知度向上支援策の実施（高校進路指導教諭向け）［R7～］
○学びのジョブ体験ウィーク（学びの産官学コンソーシアム）の充実［R6～］
○女性向けスキルアッププログラムと就業支援の強化［R6～］
○短時間ワーク情報の収集・発信［R7～］

Ậ Ѫԃ ὀ—ָא⁮

●…市が実施する施策・取組○…民間の取組又はクロス・セクターの取組

פֿ Ἢ Љ ₢⁮

〇外国人材の各産業界での受入方法研究推進〔R６～〕



居
住
環
境
の
改
善

●市立病院産婦人科常勤医の確保と分娩機能の維持［R6～］
̔出産時交通費等助成事業［R6～］
̔不妊治療費等助成事業［R6～］
̔産後ケアの充実［R6～］

●中高生のまちづくりアイデア具現化支援［R８～］
●外国人材の受入環境整備推進〔既存〕

̔特定健診受診率向上対策事業の強化
（健診自己負担の無料化）［R7～］
̔介護マンパワー確保対策事業の充実［R6～］
̔外国人介護人材の活用促進〔R7～〕
●バス路線再編の推進やデマンド交通等の導入に向けた取組の実施〔既存〕
○コミュニティカーシェアリング・自家用有償旅客運送制度導入の研究〔既存〕

₢⁮

˛ Ѿ ˓ổ ὢỸ

ᴜᶕἷ ̸‛ Ἆγẇͽ ⁮אָ
○親子おためし暮らし（保育園利用型）［R6～］
●空き家取得費補助金制度の創設（移住者・二地域居住者用）［R6～］
●市街地定住促進事業補助金の創設〔R８～〕
○移住者・二地域居住向け情報発信の強化［R6～］
○ふるさと回帰フェアへの出展継続〔既存〕
○関係人口の創出［R７～］

˒ὡἐ ἵ ⅞Ӫͯ

̔人口減少対策パッケージによる「３つのゼロ」の実現〔既存〕
●幼・保・こども園の給食費の無償化〔R7～〕
●学童保育の無償化〔R7～〕
○ファミリー・サポート・センター利用料助成の拡充と
サービスの充実［R6～］
̔保育園・幼稚園等業務支援システムの導入［R７～］
̔子ども医療費助成事業〔既存〕
̔「教育パッケージ」による子ども・先生への投資［R6～］
̔学校再編計画の検討・実施〔既存〕

̔公式子育て情報サイト「ぽけっと」の充実［R6～］
○子どもの居場所づくり推進事業（子ども食堂などの運営支援）［R７～］
○子育て応援イベントの実施/子育て応援認証店制度の創設［R6～］
̔多様な交流と遊びの場（屋内外の大型公園）の創出を目指した取組の
実施［R6～］

̔空き家取得費補助金制度の創設（子育て世帯向け）［R6～］
●市街地定住促進事業補助金の創設〔R８～〕（再掲）

子
育
て
環
境
の
更
な
る
充
実
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移住・定住の促進

（参考）施策・取組パッケージの全体像（２／２）

○官民連携まちなか再生推進事業〔既存〕
̔空き家リノベーションによるサード・プレイスの創出
（空き家改修支援事業補助金の拡充）［R6～］
̔シェアハウスの整備促進（空き家改修支援事業補助金の充実）
［R6～］
̔勤労青少年ホーム「サン・パル」での講座開催・サークル活動支援
〔既存〕

ⱦὶ

̔高等教育の修学支援新制度（国）等の周知徹底［R6～］
̔企業内・併設保育所の設置に対する支援［R7～］
̔民間教育・保育施設への心身障害児受入支援［R6～］
̔病児保育（体調不良児対応型）の実施と病後児預かりサービス開始
を目指した取組の実施［R6～］
̔更なる負担軽減等を目指した取組の実施（第一子保育料の減免や
学童保育支援員の処遇改善）［R８～］

●…市が実施する施策・取組○…民間の取組又はクロス・セクターの取組



◆成果指標

27
（注）指標については，今後，進捗確認・見直し（ローリング）をする中で，変更する可能性がある。

テーマ 指標 令和５年度 令和６年度

雇用創出

大卒者向け合同企業説明会への
参加者数

31人
雇用創造協議会主催イベント（オンライン含む）

30人
雇用創造協議会主催イベント（オンライン含む）

高校新卒就職者のハローワーク
気仙沼管内就職率

29.8 %
ハローワーク気仙沼R6.5月末時点調査において
【管内就職】39人/求職者数131 人

28.3 ％
ハローワーク気仙沼R7.5月末時点調査において
【管内就職】34人/求職者数120 人

就労環境
の改善

市内企業の年間平均休日数 103 日
企業ガイドブック2023 掲載企業

105 日
企業ガイドブック2024 掲載企業

両立支援等推進のための企業認定数 ー （R６年以降より計測） ー （R７年以降より計測）

居住環境
の改善

「将来，気仙沼市に帰郷・移住したい」
と思う高校生の割合

19.8 ％
R５年度「地方創生に関するアンケート」において
【帰郷・定住したい】67人/ 339 人

31.7 ％
R６年度「市民の暮らしやすさ（Well - being ）に
関するアンケート」において
【帰郷・定住したい】26人/82 人

「気仙沼は（居住環境を総合的に
勘案して）住みやすいまち」と思う人の
割合（10段階評価で6以上の評価を
した人の割合）

37.4 ％
R５年度「地方創生に関するアンケート」において
【６以上の評価】272 人/ 727 人

44.4 ％
R６年度「市民の暮らしやすさ（Well - being ）に
関するアンケート」において
【６以上の評価】189 人/426 人

子育て環境
の更なる
充実

気仙沼市を「子育てしやすいまち」と
思う人の割合（10 段階評価で6以上
の評価をした人の割合）

22.8%
R５年度「地方創生に関するアンケート」において
【６以上の評価】56人/ 245 人

45.5 ％
R６年度「市民の暮らしやすさ（Well - being ）に
関するアンケート」において
【６以上の評価】86人/189 人

子育て応援認証店数 ー （R６年以降より計測） 55店

移住・定住
の促進

お試し移住参加者（世帯）アンケート
で「実際に気仙沼に移住する気持ち
がある」と回答した人の割合

50.0 ％
移住・定住支援センターMINATO 「お試し移住参加
者へのアンケート」において
【必ず暮らす・おそらく暮らす】21人/42 名

43.4 ％
移住・定住支援センターMINATO 「お試し移住参加
者へのアンケート」において
【必ず暮らす・おそらく暮らす】20人/46 名

移住者数／二拠点居住者数 40人／３人
移住・定住支援センターMINATO 年間報告書より

33人／0人
移住・定住支援センターMINATO 年間報告書より
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６施策・取組の可視化（ペルソナへの投影）
～ ペルソナごとの施策・取組展開イメージ～



高等学校卒業後の進学に伴って生じる教育費の負担軽減
に向けた支援を実施します。

●高等教育の修学支援新制度（国）等の周知徹底

■気仙沼市内にある仕事について詳しく知ることができ，
働くイメージが持てる

【ペルソナＡ】進路（進学）を検討中の高校生

Å漠然と仙台や首都圏で進学したいと考えており，家族
も理解している

Å気仙沼で働くことにポジティブなイメージが持てない

Å友達の多くが市外に進学や就職すると話している

Å将来，就きたい職業が決まっていない

Å時々ボランティア活動を行っており，まちづくりにも興
味がある

高校１年生（16歳）
家族構成：両親・弟と同居
住居：市内（持ち家）

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクター
の取組

ḱ ṇ

●●したいが，できない状態 ●●できる状態施策・取組

市内企業の認知度を高めるために，企業と中高生の交
流や保護者，進路指導担当教諭に対するPRの機会を創
出します。

○企業説明会情報の一元発信
○学びのジョブ体験ウィーク（学びの産官学コンソーシアム）の充実
○市内企業認知度向上支援策の実施（高校進路指導教諭向け）
○企業ガイドBook掲載情報の充実

中高生が主体的にまちづくりに参加できる機会の創出や
それを応援する体制を整えます。

●中高生のまちづくりアイデア具現化支援

■中高生がまちづくりに主体的に関わることができる

まちづくりに携わったり，自
分の思いや考えが表現でき
たりする機会がほしい
（将来，気仙沼で充実した生活が
送れるのか不安）

自分の進学に伴う親の
経済的負担が心配

気仙沼市内にどのような仕
事があるのか詳しく知らない
そもそも「働く」というイメージ
が湧かない

■保護者の収入に関わらず希望する教育が受けられる
環境が整っている
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将来的なライフプランを見据えて
柔軟な働き方ができる企業に就
職したい

■多様な就業ニーズに対応した就労環境が整っている

【ペルソナＢ】市内企業へ就職したい高校生

Å高校卒業後は就職を希望している

Å家族との生活を継続したいので気仙沼で就職した
いと思っている

Å友達の多くは市外に進学や就職すると言っており，自
分も市外就職を選択肢に入れるべきか悩んでいる

Å放課後や休日に友達と過ごす場所が市内では限ら
れていると感じている

ḱ ṇ

仕事とプライベートのバランスを図り，多様な働き方・生き
方が選択できる環境を整えるための主要施策として，両立
支援に対する機運を醸成するとともに，実際に両立支援を
実施する企業の取組を後押しします。

○就労環境改善の推進組織立ち上げ
●両立支援等助成金(厚労省)の申請代行料補助
●両立支援等推進のための企業認定制度創設と
総合評価型入札への反映

○企業等における福利厚生制度の充実

女性が働きやすくて活躍できる職場環境に向けて，ジェン
ダーギャップの解消など，企業に対する意識啓発や勉強
会を実施するとともに推進体制の構築を図ります。

○「ジェンダーギャップ解消プロジェクト」の発足
○ジェンダーギャップ解消に向けた意識啓発事業等の
実施

■女性が働きやすくて活躍できる職場環境が整っている

女性が働きやすい職場環境が
あるのか不安に思っている

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクターの取組

休日を楽しく過ごせる場所や
施設が少ないように感じている

高校２年生（17歳）
家族構成：両親と同居，姉は別居（仙台）
住居：市内（持ち家）

●●したいが，できない状態 ●●できる状態施策・取組

気仙沼で暮らすことの価値を内外にPRするとともに，余暇
を楽しむための施設やサービスの充実を図り，新たな魅力
を創出します。

○官民連携まちなか再生推進事業【既存】
●シェアハウスの整備促進（空き家改修支援事業補助金
の充実）

■気仙沼で暮らすことの魅力や価値について知ることが
できる
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■移住希望者の住まいの確保等が円滑に行われる環境
が整っている

気仙沼へのＵターン就職を
希望。将来的には起業するこ
とも検討しているが，気仙沼
が起業に適した地域である
かは分からない

■多様な就業ニーズに対応した雇用環境が整っている

【ペルソナＣ】市外に進学し気仙沼での就職も選択肢にある大学生

Å将来は，大学で学んだスキルが活かせる仕事がした
いが，気仙沼は職種の幅が狭いというイメージがあり，
希望する求人があるか不安に思っている

Å女性が働きやすい職場環境を望んでいる

Å気仙沼に戻って就職してもプライベートを充実させ，
色々なことに挑戦したいと考えているが，今の生活が
楽しいとも感じている

ḱ ṇ

移住を希望する人向けに住まいの確保等の支援を行う
ことにより，気仙沼での生活の第一歩を後押しします。
●新卒者向け移住支援（就活にかかる交通費や移転費用の補助）
●市所有派遣職員宿舎活用による市内就職の促進（①企業での活用，
②市職員確保策の一環としての活用）

●市会計年度任用職員にUIJターン枠設置（市内でやりたい仕事を見つ
けるための「とまり木」）

○移住者・二地域居住向け情報発信の強化

気仙沼で一人暮らしがしたい
が，家賃が高いと感じており，都
市部と違い自家用車の維持費な
どの費用もかかるため，最初の
一歩が踏み出しにくいと感じる

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクター

の取組

大学２年生（20歳），気仙沼出身
住居：東京都で一人暮らし（賃貸）
気仙沼市内の実家には両親と祖父母がいる

・Uターン就職を促進するため，多様な就業ニーズに応える
とともに，新たな産業の形成も見据えながら積極的に企業
誘致に取り組みます。また，起業家を支援し，市内におけ
る創業の裾野を広げます。

・市内企業と大学生とのマッチング機会を拡げるとともに市
内企業への就職活動を支援することにより，Ｕターン就職
を促進します。

●人口減少対策パッケージ※による企業誘致の推進【既存】
●創造的産業復興支援補助金【既存】
○企業説明会情報の一元発信
○宮城県UIJターン就職活動・キャリア形成活動支援事業費補助金
（県事業）の周知強化
●女性の起業支援補助金の創設
○県内学生等向け「ふるさとワーキングホリデー」の実施

●●したいが，できない状態 ●●できる状態施策・取組
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■気仙沼市内にある仕事について詳しく知ることができ，
働くイメージが持てる



■「サード・プレイス」が見つけやすく，出会いや交流の機
会が多くある

■市外在住者であっても気仙沼市内にある仕事について
詳しく知ることができ，働くイメージが持てる

気仙沼への移住（Ｕターン）
を検討しているが，自分に
あった仕事を見つけて生計
が立てられるか不安に思う

【ペルソナＤ】市外に就職したが，気仙沼へUターンしたいと考えている社会人

Å都内の大学卒業後，都内の会社へ就業

Å帰郷した際に地元の同級生と会って話をしたことがきっ
かけで気仙沼へ戻ることも検討したいと考えるように
なった

Å移住後に給与水準が下がり過ぎることを懸念している

Åリモートワークも念頭に，転職先を探している

ḱ ṇ
サード・プレイスの創出に向けた取組を推進し，イベントの開
催やサークル活動等を通じて出会いの機会を増やします。

●勤労青少年ホーム「サン・パル」での講座開催・サークル
活動支援【既存】
●空き家リノベーションによるサード・プレイスの創出
（空き家改修支援事業補助金の拡充）

気仙沼に戻り一緒に過ごす
パートナーが欲しいと思って
いるが，交流の機会が少ない

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクター
の取組

会社員（27歳），気仙沼出身
住居：東京都で一人暮らし（賃貸）
気仙沼市内の実家に両親がいる

●●したいが，できない状態 ●●できる状態施策・取組

■多様な就業ニーズに対応した雇用環境が整っている

・移住を希望する人が市内企業に関する具体的な情報を
得ることができる仕組みを構築し，企業とのマッチング支援
を行うことによりスムーズな移住へと繋げます。

・Uターン就職を促進するため，多様な就業ニーズに応える
とともに，新たな産業の形成も見据えながら積極的に企業
誘致に取り組みます。【再掲】

○企業説明会情報の一元発信【再掲】
○女性向けスキルアッププログラムと就業支援の強化

32



■気仙沼市の子育て支援や教育環境に関する情報を詳
しく知ることができ，各種制度が利用しやすい

■質の良い学校教育が受けられる

最初から完全に移住してしま
うことには不安を感じる

■お試し移住制度や二地域居住の受入環境が整っている

【ペルソナＥ】気仙沼に移住したいと考えている家族

Å４０歳を目前に，憧れていた地方への移住を検討

Å子どもを自然豊かな環境で育てたいという希望もあ
り，憧れていた地方への移住を検討している

Å気仙沼には震災ボランティアで訪れていたことをきっ
かけに，その後も何度か旅行しているので愛着がある

Å仕事や住まい，子育て環境のことがよく分からず，気
仙沼市で暮らしていけるのか不安

夫：３8歳（会社員），妻：38歳（会社員）
長男：5歳，次男：3歳
出身地：関西，現在は東京都在住

ḱ ṇ

・お試し移住制度により，移住を検討する人が気仙沼の生活環境に
慣れ親しむ環境を整えます。

・都市部と地方の二地域居住に対する潜在的な需要を喚起し，受け
入れ環境を整備します。
〇親子おためし暮らし（保育園利用型）

●空き家取得費補助金制度の創設（移住者・二地域居住者用）

・子育て支援策や教育環境の更なる充実を図るとともに，これらに関
する情報を内外に発信します。
●人口減少対策パッケージによる「３つのゼロ」の実現【既存】

●幼・保・こども園の給食費の無償化

○ファミリー・サポート・センター利用料助成の拡充とサービスの充実

●保育園・幼稚園等業務支援システムの導入

●子ども医療費助成事業【既存】

●公式子育て情報サイト「ぽけっと」の充実

●民間教育・保育施設への心身障害児受入支援

●「教育パッケージ」による子ども・先生への投資

●学校再編計画の検討・実施【既存】

●病児保育（体調不良児対応型）の実施と病後児預かりサービス開始を目指した

取組の実施

●更なる負担軽減を目指した取組の実施（第一子保育料の減免や学童保育

支援員の処遇改善）

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクター
の取組

・安心して子育てできる環境
が整っているか不安を感じる
・少子化による学校規模の縮
小やそれによって教育の質
や学力が低下しないか心配

安心して移住生活をス
タートするための住まい
が見つかるのか不安

“子育てしやすいまち”として選ばれるよう，移住世帯の円滑な住宅確
保に向けて住宅支援（相談・費用助成）の充実を図ります。
●空き家取得費補助金制度の創設（子育て世帯向け）

●移住支援金【既存】

■移住者に対する住宅確保の支援が充実している

●●したいが，できない状態 ●●できる状態施策・取組
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定年まで今の会社で働きた
いと考えているため，自身の
健康や親の介護などに関す
る不安を払拭したい

【ペルソナＦ】子どもが独立する年代の夫婦

Å子ども２人は転出し市外で働いている

Å夫は定年まで今の会社で働きたいと考えている

Å同居の両親は健在だが，介護が必要になった場合や
自分たちが病気になった場合のことを夫婦で話し合
うこともある（市内に住む妻の両親についても同様）

Å今後は趣味を見つけたり，地域活動にも参加したりし
たいと考えている

Å子どもたちの一人でもUターンしないかと期待してい
る

夫：５８歳（会社員）
妻：５６歳（パート）
住居：市内（持ち家，夫の両親と同居）

ḱ ṇ

・市民の健康寿命の延伸を目指して「予防・健康づくり」
や「デジタルヘルス」を推進し，高齢者等の健康づくりや
いきいきと生活できる環境づくりに取り組みます。

・高齢者の社会参加を促進するとともに，通院や買い物支
援等に関する取り組みを推進します。

●特定健診受診率の向上対策事業の強化（健診自己負
担の無料化）
●バス路線再編の推進やデマンド交通等の導入に向け
た取組の実施【既存】
○コミュニティカーシェアリング・自家用有償旅客運送制
度導入の研究【既存】

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクター
の取組

両親には今後も出来る限り
健康で楽しく過ごしてもらい
たい

■介護を抱える人が仕事と家庭を無理なく両立できる

・介護支援の充実を図り，介護負担の軽減に向けた取組
を推進します。

・仕事とプライベートのバランスを図り，多様な働き方・生き
方が選択できる環境を整えるための主要施策として，両
立支援に対する機運を醸成するとともに，実際に両立支
援を実施する企業の取組を後押しします。【再掲】

○就労環境改善の推進組織立ち上げ【再掲】
●両立支援等助成金（厚労省）の申請代行料補助【再掲】
●両立支援等推進のための企業認定制度創設と総合
評価型入札への反映【再掲】
●介護マンパワー確保対策事業の充実
●外国人介護人材の活用促進

●●したいが，できない状態 ●●できる状態施策・取組
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■健康寿命が延伸され，いきいきと生活できる



■子どもが欲しいと望む人への支援制度が整っている

【ペルソナＧ】子どもをもつことを希望している共働きの夫婦

Å子どもが欲しいと考えており，不妊治療も考えている
が費用面などに不安がある

Å妻の会社では妊娠や出産を機に退職する同僚がお
り，自分も子育てをしながら仕事を続けられるか不安
に思っている

Å夫も育児休業を取得したいが，職場で男性の取得実
績がなく，会社の理解が得られるか不安に思っている

夫：３8歳（会社員），市内出身
妻：35歳（会社員）
住居：市内（賃貸）

ḱ ṇ

子どもが欲しいと望む方々の気持ちに寄り添いながら，相
談支援の充実と治療などに要する経済的負担の軽減を図
ります。

○事業所に対する啓発講習会（①ジェンダーギャップ，
採用，昇進，給与，②妊娠・出産・子育て期）の開催等
○不妊治療に関する休暇制度を規定する取組の推進
●不妊治療費等助成事業
●市立病院産婦人科常勤医の確保と分娩機能の維持
●出産時交通費等助成事業
●産後ケアの充実

・仕事とプライベートのバランスを図り，多様な働き方・生
き方が選択できる環境を整えるための主要施策として，
両立支援に対する機運を醸成するとともに，実際に両立
支援を実施する企業の取組を後押しします。【再掲】

・女性が働きやすくて活躍できる職場環境に向けて，ジェ
ンダーギャップの解消など，企業に対する意識啓発や勉強
会を実施するとともに推進体制の構築を図ります。【再掲】

○就労環境改善の推進組織立ち上げ【再掲】
●両立支援等助成金（厚労省）の申請代行料補助【再掲】
●両立支援等推進のための企業認定制度創設と総合
評価型入札への反映【再掲】
○「ジェンダーギャップ解消プロジェクト」の発足【再掲】
○ジェンダーギャップ解消に向けた意識啓発事業等の実施【再掲】

■仕事と家庭（子育て等）を無理なく両立できる

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクター
の取組

子どもが欲しいと望む人に対す
る支援制度があるか知りたい

出産しても仕事を続けたいと考え
ているが，子育てと仕事の両立が
叶うか不安だ

夫の職場において男性の育
休制度取得に対する理解が
低いことも不安である

●●したいが，できない状態 ●●できる状態施策・取組
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【ペルソナＨ】妻の復職を希望している夫婦

Å妻は出産を機に仕事を辞めて以降，専業主婦として
子育てに専念してきた

Å夫の仕事は休みや勤務時間が不規則で子どもと過
ごす時間がなかなか確保できていない

Å妻は次男が小学生になったら仕事に就きたいと考え
ている

Å子ども達には大学への進学希望を叶えてあげたいと
思っているが，学費が払えるか不安を抱いている

ḱ ṇ

仕事とプライベートのバランスを図り，多様な働き方・生
き方が選択できる環境を整えるための主要施策として，
両立支援に対する機運を醸成するとともに，実際に両立
支援を実施する企業の取組を後押しします。【再掲】

○就労環境改善の推進組織立ち上げ【再掲】
●両立支援等助成金（厚労省）の申請代行料補助【再掲】
●両立支援等推進のための企業認定制度創設と
総合評価型入札への反映【再掲】

子どもたちの教育を受ける機会が妨げられることのないよ
う，高等学校卒業後の進学に伴って生じる教育費の負担を
軽減するほか，各種支援に取り組みます。【再掲】

●高等教育の修学支援新制度（国）等の周知徹底【再掲】

●更なる負担軽減等を目指した取組の実施（第一子保育料の
減免や学童保育支援員の処遇改善）【再掲】

■希望する教育が受けられる環境が整っている

子ども達が望めば将来は
大学に進学させてあげた
いが，学費の負担が不安
である

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクター
の取組

子育てのため仕事を離れて
おり，キャリアにブランクがあ
るため復職に不安がある

夫：40歳（会社員）
妻：38歳（現在は専業主婦）
長男：中学2年生
長女：小学3年生，次男：5歳
出身地：夫婦ともに市外出身
で，現在は，市内在住（持ち家）

●●したいが，できない状態 ●●できる状態施策・取組

女性のスキルアップやリスキリングのためのICT等の研
修の実施とともに，就労につながる相談支援等の環境整
備を推進します。

○女性向けスキルアッププログラムと就業支援の強化【再掲】
○短時間ワーク情報の収集・発信

■女性が働きやすくて活躍できる職場環境が整っている

妻が復職したら家事・育児
に費やす時間をもっと確保
したいが仕事とバランスを
取れるか不安
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■男性が育児などをしやすい環境が整っている



■仕事と家庭（子育て等）を無理なく両立できる

【ペルソナＩ】シングルマザー

Å離婚を機に子どもを連れて実家のある気仙沼へ帰郷
Å以前はＩＴ系の仕事をしていたが，気仙沼市内で同様
の仕事が見つからず，事務の仕事をしている

Å両親に子育ての協力をもらっているが，2人とも仕事が
あり，無理は言えない状況

Å将来子ども達が進学する場合，学費の負担が心配で
ある

ḱ ṇ

誰もが安心して仕事と家庭を両立できるように子育てサ
ポートの充実を図ります。

○ファミリー・サポート・センター利用料助成の拡充とサービスの
充実【再掲】
●病児保育（体調不良児対応型）の実施と病後児預かり
サービス開始を目指した取組の実施【再掲】
○子どもの居場所づくり推進事業（子ども食堂などの運営支援）

ひとり親家庭の経済的な自立をサポートし，生活基盤の安
定化を図るとともに，子どもの高等教育機会の確保などに
繋げます。

●人口減少対策パッケージによる「３つのゼロ」の実現【再掲】

●幼・保・こども園の給食費の無償化【再掲】
●学童保育の無償化
●高等教育の修学支援新制度（国）等の周知徹底【再掲】
●市営住宅入居申込時の抽選に係る優遇措置【既存】
●子ども医療費助成事業【既存】
●更なる負担軽減等を目指した取組の実施（第一子保育料の減免

や学童保育支援員の処遇改善）【再掲】

■ひとり親世帯が経済的に自立し，安心して生活できる

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクター
の取組

仕事と家庭生活（子育て）を
両立していけるか不安である。
収入面も心配なことから副業
を認めてもらいたい

母：３8歳（会社員）
長男：小学2年生（学童保育利用）
長女：5歳（保育所利用）
市内在住（賃貸）

家賃が仙台圏とあまり変わらな
いため，給与水準に照らして住
居費が高いと感じている。また，
通勤や移動には車が欠かせな
いため，維持費もかかる

●●したいが，できない状態 ●●できる状態施策・取組

■多様な就業ニーズに対応した雇用環境が整っている

多様な就業ニーズに応えるとともに，新たな産業の形成も見
据えながら積極的に企業誘致に取り組みます。

●大島サテライトオフィス整備事業（企業誘致型・起業型）
○副・兼みやぎマッチング促進プロジェクトの推進
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【ペルソナＪ】もう１人子どもが欲しい共働きの夫婦

Å夫は仕事が忙しく，妻がワンオペで育児をしている
Å妻はフルタイムで仕事をしたいが，子どもの体調不良
時など，仕事を休むことも多い

Å妻は結婚を機に移住してきたので，気軽に相談できる
ママ友が少ない

Å夫の実家は夫の兄一家が同居しており，妻の両親は
健在だが遠方に住んでいる

夫：３２歳（会社員），妻：26歳（パート）
長男：3歳（保育所利用）
住居：市内（賃貸）

ḱ ṇ

子育て世帯等がライフステージに合わせて安心して暮らせ
るよう，住宅支援の充実を図ります。

●市街地定住促進事業補助金の創設

●空き家取得費補助金制度の創設（子育て世帯向け）【再掲】

■女性が働きやすくて活躍できる職場環境が整っている

女性が働きやすくて活躍できる職場環境に向けて，ジェン
ダーギャップの解消など，企業に対する意識啓発や勉強会を
実施するとともに推進体制の構築を図ります。【再掲】

○「ジェンダーギャップ解消プロジェクト」の発足【再掲】

○ジェンダーギャップ解消に向けた意識啓発事業等の実施
【再掲】

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクター
の取組

子どもの成長とともに，広いア
パートへの住み替え又は一戸
建ての購入も検討している
が，経済的な負担を抱えてし
まうことに不安を感じている

●●したいが，できない状態 ●●できる状態施策・取組
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子育てに関する悩みなどを相談したり共感してもらえるような
コミュニティの創出を促進します。

○子育て応援イベントの実施

○子育て応援認証店制度の創設

●多様な交流と遊びの場（屋内外の大型公園）の創出を
目指した取組の実施

■移住者も人との繋がりをもって安心して子育てができる

市内に友達がいないの
で，子育ての悩みを気軽
に相談できる人がいない

夫は仕事が忙しいため子育ての時間が
確保できず，妻のワンオペとなっている。また，第２子を
もうけたいが，妻はパートで働いており将来の経済的な

不安が払拭できないため迷っている

■子育て世帯がライフステージに合わせて必要とされる
住宅を確保できる



育児にもっと関わる時間をつく
りたいが，職場の雰囲気などか
ら休暇取得に踏み切れない

■女性が働きやすくて活躍できる職場環境が整っている

【ペルソナＫ】妻の希望（キャリアアップ）を叶えたい共働きの夫婦

Å妻は出産後１年間育児休業を取得し復職。今の職場
でこのままキャリアアップし働き続けたいと考えている
が，同僚の女性は結婚や出産を機に退職してしまうこ
とが多く，管理職は男性ばかりで，女性が管理職と
なって働き続ける人はいない

Å夫も積極的に育児に参加したいと考えており，子ども
の通院などは妻だけに頼らず自分も対応したいが，
周囲に気を遣ってなかなか休暇が取れない

ḱ ṇ

・女性が働きやすくて活躍できる職場環境に向けて，ジェ
ンダーギャップの解消など，企業に対する意識啓発や勉
強会を実施するとともに推進体制の構築を図ります。
【再掲】

・女性のスキルアップやリスキリングのためのICT等の研
修の実施とともに，就労につながる相談支援等の環境整
備を推進します。【再掲】

○「ジェンダーギャップ解消プロジェクト」の発足【再掲】

○ジェンダーギャップ解消に向けた意識啓発事業等の実施
【再掲】

○女性向けスキルアッププログラムと就業支援の強化【再掲】

このままキャリアアップし
ていきたいが，管理職は
男性ばかりで，社内に女
性の管理職がいない

●…市が実施する施策・取組
○…民間の取組又はクロス・セクター
の取組

夫：３２歳（会社員），妻：32歳（パート）
長女：４歳（保育所利用）
住居：市内（賃貸）

■男性が育児などをしやすい環境が整っている

仕事とプライベートのバランスを図り，多様な働き方・生き
方が選択できる環境を整えるための主要施策として，両立
支援に対する機運を醸成するとともに，実際に両立支援を
実施する企業の取組を後押しします。【再掲】

○就労環境改善の推進組織立ち上げ【再掲】
●両立支援等助成金（厚労省）の申請代行料補助【再掲】
●両立支援等推進のための企業認定制度創設と
総合評価型入札への反映【再掲】

●●したいが，できない状態 ●●できる状態施策・取組
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７実施事業例



̗ χṞỘ◦כ Ỳ

̗ ΰΪІϺиϯАФФкϽжЭρ Ộ◦כχếᴟ

̗Ὂְ ∙Ӿ ˮ Ѐ˔І˯

「雇用創出」に関する事業 ᵣ ⱦὶ

女性の創業を支援することにより，社会進出
を促し，UIJターンの促進・定着を図るため，
創造的産業復興支援事業費補助金の一つ
の枠として，女性の創業支援に特化した「女
性起業支援枠」を創設しました。

平成29年度から実施している「気仙沼経営人材
育成塾」に，新たに「躍進コース」を創設し，本市
経済を牽引する企業で事業拡大を目指す経営者
を集中的に支援する事業を実施しています。
幹部人材育成，企業の成長戦略の策定，新規事
業の推進に係るマーケティング戦略の構築等に
取り組みます。

女性がそれぞれのライフスタイルに応じ，持続的に就労
できる環境の構築を目指し，必要なスキルの習得やスキ
ルを活かした新たな仕事への挑戦をサポートするプログ
ラムとして，「デジタルカレッジUP」と「テレワーカー育成
講座」を開催しました。

̗ ЂГжϱЕϷТϰІ ⱧỘ

旧大島中学校校舎２階をオフィスに改修し，
ICT企業及び創業者の事業拠点として開設
した「ITベース大島アスナロウ荘」への事業
者誘致を推進しています。

̗◕ ᾏ Ԍ ᶨאָ τϢϥ
◕

派遣職員用宿舎として平成25年に整

備した「古町派遣職員宿舎」の空室

を活用し，市内事業所への市外から

の新規就職者に貸与することで，より

良い人材確保に努めます。
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̗ṓ ◕ЅϴрЍ˔ϻаАФᵔ ФкЅϴϼЕ

̗ ḕẽᵠ τΰΪθḼỘ

̗ṓ ͖͚ͤ͗͗ͨ͟

「就労環境の改善」に関する事業 ὀ уӨ
π◘

官民連携の取組として，令和６年10月２日に発足しました。
経済界・産業界から，ジェンダーギャップ解消の取組を推進し
地域全体の機運の醸成を図ります。

ü 企業・働く人のWell - being の実現
ü 誰もが働きやすく，働きがいのある就労環境への取組

就労環境の改善に取り組む企業を市が独自に認定する

「気仙沼市Well - being 推進企業認定制度」

（愛称「うぇるびん認定制度」）を創設しました。

「くるみん」「えるぼし」へのステップアップに繋げます。
מּלּ ṇ מּלּ מּלּ

市内企業の就労環境改善に関する総合相談窓口として，令和７年６月２日に開設しました。
企業ガイドBookの制作や，「うぇるびん認定制度」に
関する事務等を行います。

○仕事と私生活の両立支援の推進
○市内企業の認知度向上支援
○専用サイトからの情報発信

主な業務

42



̗ ▀Ⱳῖ ⱧỘ

̗ Ⱶ ⱧỘ
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遠方の分娩取扱施設で出産する必要がある妊婦に対し，妊婦健康診査や出産時の

交通費等の費用を一部助成し，妊産婦が安全かつ安心して出産できる環境の充実及

び経済的負担の軽減を図ります。

【助成内容】・交通費：自宅等から遠方の分娩施設までの移動に要する費用の一部

・宿泊費：出産時の入院・分娩待機に要する宿泊費の一部

不妊検査及び不妊治療に係る費用の一部を助成し，治療を

希望する方々の経済的・精神的負担の軽減を図ります。

【助成内容】

・不妊検査：夫婦１組につき，１子ごとに１回限り（上限３万円）

・一般不妊治療・生殖補助医療：保険診療の自己負担分

・先進医療：保険診療の治療と併用して受けた治療

（１回上限５万円）

気仙沼市国民健康保険に加入している40歳から74歳までの被保険者を対象とする

「特定健康診査」に係る自己負担（非課税世帯：無料課税世帯：1，000 円）につい

て，令和７年度から一律無料化を開始し，特定健康診査の受診率の向上を図ります。

「居住環境」の改善の取組 ӌὡуӨ
π◘
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「空き家改修支援事業補助金」について，

シェアハウスへの改修を行う場合，上限枠

を緩和したメニューを新たに創設し,シェア

ハウス整備と空き家利用を促進し，移住者

等のコミュニティを形成します。

【補助金額】

・上限500 万円(取得経費の1/2)
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「子育て環境の更なる充実」に関する事業

令和５年度から開始した人口減少対策

パッケージによる「３つのゼロ」を，令和７

年度からは「５つのゼロ」とし，子育てにか

かる負担の更なる軽減により，誰もが安

心して子育てできる環境を整えます。

子育て世帯の来店を心から歓迎し，かつ利用しやすい環境の整った

店舗を認証し，その情報を発信することで，地域全体で子育てを応援

する機運を醸成し，子どもや子育て世帯の利便性の向上を図ります。

ふるさと応援基金を活用し，全小中学校へのAIドリルの導入や

英語検定受験料助成，全中学校の修学旅行助成，マイスター教

員の派遣など，教育環境の充実を図ります。

Ẫ˟ уӨ
ᶟ ὢỸ

ͪ ɵ℗ ᶸɵǚǰȉᶸǵ Ⱥɫ

ἶ ͪ ǵѫ Ⱥɫ

ᾛʴἶ ǵ Ⱥɫ

2ἧ̊ ǵͪ Ⱥɫ

ͪ ♅ Ѓ Ⱥɫ

Well - being for family

ƞ̉ᴇ ₴↓Ƕ⁸Кǵ ↄ ↄ ș ǞȅǞǦƳ

NEW!

NEW!

R7

R7

R5

R5

R5
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保育施設での一時預かり保育を活用したプログラムにより，

「豊かな自然の中で子育てをしてみたい」という親子に，気仙

沼での暮らしの体験と保育所体験により，移住や二地域居住

を検討する機会を提供します。

移住者・二地域居住者に対し，住宅取得にかかる経費を補助します。

【補助率】：補助対象経費の２分の１以内（上限100 万円）

なお，既存の空き家改修支援事業補助金との併用も可とします。

【補助率】：補助対象経費の２分の１以内（上限50万円）

空き家改修支援事業補助金の拡充に

より，店舗等として活用するための改修

等も対象に加え，新たな賑わいの場

（サード・プレイス）の創出を図ります。

「移住・定住の促進」の取組 ˒ὡ ὡ
⁮אָ

̗ᾉ ᶘ ΰΪ
ˮώϥήρм˔ϺрϽШзД˔˯χם☼

これまで県外在住者に限定していた「ふるさとワーキング

ホリデー」について，本市出身者を含む県内学生等を対

象とした「おかえりワーホリ」の実施により，ふるさとの魅

力再発見や回帰意識の機運を醸成します。
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８参考資料
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（１）「けせんぬまWell - being プラン推進会議」推進委員名簿

氏名 企業・所属団体名・役職

吾 妻 清 香 一般社団法人気仙沼青年会議所 監事

石本 めぐみ 特定非営利活動法人 ウィメンズアイ代表理事

大 森 美 和 にじのわ助産院 助産師

尾 形 長 治 株式会社丸和 代表取締役社長

菅野 奈津子 株式会社 女性が働きやすい会社代表取締役

熊 谷 尚 哉 学校法人あしのめ学園葦の芽幼稚園 副理事長

熊 谷 洋 輔 医療法人社団湖聖会 小規模多機能ホーム南三陸管理者兼採用担当

小 玉 知 子 イオン東北株式会社イオン気仙沼店衣料課長

志 田 ももこ けせんぬま子育てコレクティブインパクトプラットフォームコソダテノミカタ事務局員

菅 原 渉 株式会社菅原工業 代表取締役社長

千葉 可奈子 気仙沼市移住・定住支援センターMINATO センター長

成 宮 崇史 認定NPO法人底上げ 理事

畠 山 輔 気仙沼JOB BASE 事務局長

吉田 茂 株式会社ヤヨイサンフーズ気仙沼工場 総務課長

（敬称略）

◎

〇

◎：委員長 〇：副委員長
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（２）アンケートリンク

種類 URL 二次元バーコード

一般
対象者：18歳以上の市民2,000 人
（無作為抽出）

https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/01
0/020/130/0013/survey00012.pdf

結婚・出産・子育て
対象者：18～49歳の市民2,000 人
（無作為抽出）

https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/01
0/020/130/0013/survey00013.pdf

高校2年生
対象者：市内高校2年生全生徒

https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/01
0/020/130/0013/survey00014.pdf

事業者
対象者：市内にある事業所

https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/01
0/020/130/0013/survey00015.pdf

令和６年度気仙沼市市民の暮らしやすさ（Well - being ）に関するアンケート

気仙沼市ホームページ／気仙沼市オープンデータライブラリに掲載

https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/010/020/130/0013/survey00012.pdf
https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/010/020/130/0013/survey00013.pdf
https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/010/020/130/0013/survey00014.pdf
https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/010/020/130/0013/survey00015.pdf
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（２）アンケートリンク

種類 URL 二次元バーコード

一般
対象者：18歳以上の市民2,000 人
（無作為抽出）

https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/01
0/020/130/0013/survey00007.pdf

結婚・出産・子育て
対象者：18～49歳の市民2,000 人
（無作為抽出）

https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/01
0/020/130/0013/survey00008.pdf

高校2年生
対象者：市内高校2年生全生徒

https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/01
0/020/130/0013/survey00009.pdf

高校2年生保護者
対象者：市内高校2年生全生徒の保護者

https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/01
0/020/130/0013/survey00010.pdf

事業者
対象者：市内にある事業所

https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/01
0/020/130/0013/survey00011.pdf

令和５年度気仙沼市地方創生に関するアンケート

気仙沼市ホームページ／気仙沼市オープンデータライブラリに掲載

https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/010/020/130/0013/survey00007.pdf
https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/010/020/130/0013/survey00008.pdf
https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/010/020/130/0013/survey00009.pdf
https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/010/020/130/0013/survey00010.pdf
https://www.kesennuma.miyagi.jp/sec/s021/010/020/130/0013/survey00011.pdf

